６・２５西尾班「百貨店」

Ｑ．スーパーの定義が「食品を売る」とは誰の言った定義ですか？
Ａ．以下は社団法人全国スーパーマーケット協会ＨＰ（http://www.super.or.jp/）より引用させていただきます。

経済産業省が５年毎に行う「商業統計」（但し中間年として２年後に簡易調査）上の分類から、専門スーパーの内、「食料品スーパー」がスーパーマーケットにあたると思われます。分類上では、（１）食料品の扱いが全体の７０％以上（２）売場面積が２５０平方メートル（平成１１年より改正）以上（３）セルフ販売方式と定義されておりますが、売場面積が２５０平方メートル未満の店舗も多くあり、その場合は「その他スーパー」に分類されます。
　スーパーとスーパーマーケットの違いは「商業統計」の分類からしますと、一般に百貨店に対比されるスーパーは「総合スーパー」（GMS）と言われ衣食住 をバランスよく取り扱っていますが、スーパーマーケットは食品を主体として取り扱かっております。
Ｑ．百貨店離れとあったがその原因は何ですか？

Ａ．まず、バブル崩壊とそれに続く不況による消費の低迷があります。さらに、郊外型のディスカウントストアや「カテゴリーキラー」とよばれる安売りの大型専門店に客を奪われていることが主な原因です。また、「百貨店」というだけあって、さまざまなものをそろえていますが、スペースに限りがあるためすべてが中途半端な品揃えになっており、大型専門店に比べ特定の分野では品揃えがよくないということも百貨店離れの原因です。

